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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成16年６月25日に提出いたしました第32期（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に訂正を要する箇所がありましたので、有価証券報告書の訂正報告書を関東財務局長に提出するものであります。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部【企業情報】 

第３ 設備の状況 

          １． 設備投資等の概要 
  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示しております。 

第一部【企業情報】 

第３ 設備の状況 

１．   設備投資等の概要 
  

（訂正前） 

当社グループ（当社及び連結子会社）では、コア事業への経営資源集中の方針のもと、省力化、合理化及び製品の信頼性向

上のための投資を行っております。 

当連結会計年度は巻線機事業の生産設備増強を中心に全体で１億３２百万円の設備投資を実施いたしました。巻線機事業に

おきましては、マレーシアの日特プレシジョン社における製品品質の向上を目的とした加工設備の更新および日特機械工程

（蘇州）有限公司における工場立ち上げに伴う生産設備の新規導入、ならびに本社における事務効率向上を目的とした基幹シ

ステムの導入等、８５百万円の設備投資を行いました。また共通費用として事務効率化、セキュリティ対応を目的とした情報

システム投資等４百万円の設備投資を行いました。なお、所用資金につきましては、いずれの投資も主に自己資金によるもの

であります。 

また巻線機事業につきましては、当社長野支店の所在移転に伴う建物及び構築物の除却等による１０百万円の除却損等を計

上いたしました。 

  

（訂正後） 

当社グループ（当社及び連結子会社）では、コア事業への経営資源集中の方針のもと、省力化、合理化及び製品の信頼性向

上のための投資を行っております。 

当連結会計年度は巻線機事業の生産設備増強を中心に全体で９１百万円の設備投資を実施いたしました。巻線機事業におき

ましては、マレーシアの日特プレシジョン社における製品品質の向上を目的とした加工設備の更新および日特機械工程（蘇

州）有限公司における工場立ち上げに伴う生産設備の新規導入、ならびに本社における事務効率向上を目的とした基幹システ

ムの導入等、８５百万円の設備投資を行いました。また共通費用として事務効率化、セキュリティ対応を目的とした情報シス

テム投資等５百万円の設備投資を行いました。なお、所用資金につきましては、いずれの投資も主に自己資金によるものであ

ります。 

また巻線機事業につきましては、当社長野支店の所在移転に伴う建物及び構築物の除却等による１０百万円の除却損等を計

上いたしました。 
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